
3-S ブナ稚樹の消失原因の究明

茧场山試験地内の稚苗発生地にプロ プ卜を設定して病害発生毋ほおける病原唐の検索I 

防除就験などについて諷矜rる。
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6.採種林の施業法の改善

(1) スギ採種林の造成

(2) アカエゾマッ採租林の造成

(3) アカマツ採種林の造成

(1)スギ採稲林の造成に関する就験

1.試験担当者

本場造林部造林科長 柳沢聽雄ほか

2•試験目的

採対燃の結実ほを増大し,タネの品質を向上するための施業方法を確立する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

予定田したがって春施肥を行なったほか,各区K環状剝皮処珂を行ない,また一SBの区では, 

ジペレリン処理を行なった。4 4年秋はほとんど球果の着生がみられなかったので,秋施肥は行 

なわず(葉分析の試料だけを採取した。なお,4 4年秋の好衣によれば,少なくとも上記の赫 

促進処理を行なった。4 4年秋はほとんど球杲の希生がみられなかったので,秋施紀は行なわず, 

葉分析の試料だけを採取した。なお,4 4年秋の概査によれば,少なくとも上記の消花促進処理 

を行なった伽体については,4 5年秋にかなりの収稚が那待できそうである。

従来,この試験のなかで行なっていたアカマツについては,4 4年10月に第8回の站実調音 

を行なって終了した。採牧球果から調製したタネの品归Kついては4 5年3月に発芽試験•を完了 

し,現在N • P • Kの含右率を分析中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

5月中旬に春施肥を行ない,6月下旬〜7月中句Kわたって結実促進処理を行なう。

1〇月中旬には第1回の結実調査を行ない,あわせて秋施肥を実施する。

採種球果は本場にもちかえて測定,タネを調製し,晶質を調杏する。



⑵アカエゾマツ採種林の造成

1.試験担当者

北海遂支場造林郡育每研究室長 飲 岛悼一郎ほか

2•試験目的
アカエゾマッの若!子の入手を容易にし,拷子の貧的向上をはかるため一般造林地を採猫林;て導 

く適切な方法を究明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

余市営林圳古平事蜘45 〇林班(古平一級採鰻林,昭和?年植裁)の奈別アカエゾマツ採租 

林内K約1h &の試験地を設定し,強,中,弱度3段附の除間伐を実施するとともK ,56本の 

供試木についてアルミブレート,ハリガネによるまきじめを行なった。

また,除間伐忆よる士じょうの変化Kついての訓査を行なった。

さら框終肥の効果についての検討を行なうため,6月上旬,9月下旬の2回にわたって版を 

行なった。

4.昭和4 5年度の試験計画

1. 試験木の指故的辞価法の邮のため«外部形態の調査をおこなう。

2. 評価基準を決めるため,十勝岳山艇のT•カエゾマッ天然妹の調査を外部形態の変異を主体と 

しておこなう〇
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131アカマッ採種林の造成

!試験担当者

本塚造林部長 加 藤 善 忠 ほか

〃播林部符子研究室 洩 川 澄・ 志 ほか

"土じょう郡土じよう肥料研究室 藤 田 桂 治 ほか

2•試験目的

採務林の結実氓を増大し,タネの品貝を向上するための.施槃方法を確立する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1N(20附).?2〇5(70附),も〇(20町)をそれぞれ,尿素,過燐酸石灰,壇化 

カリで购用ー4 4年5月2 2〜2 3日

2.第8回結実調査一4 4年10月

前回享でと冋様に,3 5林班は小斑の全鴻杏木から球果を採取。結果报をおさえるとともに, 

採取球果からだしたタネについて品®?を調査した。

A 4年秋は,4 5年秋よりさら忙不作で,41年の埸会と间様W •疏開伐.»Eの効果がほ 

とんどみとめられなかった〇 3 7年以来の耗過をみると,結実は疎劇戈と糖肥KX -3-CWさ 

れることがたしかであるが,很J者の効果は,糖匿によってつよめられる。また,偷肥によって 

作柄の低下がかなりくいとめられることはたしかであるが,避凶の波をなくすことはできない 

ようだ。

なお,第8回の結喪調査をもって,本試験を終了することとした。

4. 昭和4 5年度の試験計画

本試朕は終了したが,伸の2項目の終了とともKとりまとめて報告の予定。
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